
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 長かった夏休みも終わり、２学期がスタートしました！この夏は日々の暑さや水不足はもちろん、各地
で起こった地震や大雨といった自然の脅威も心配される期間となりました。 
 １学期のふり返りをもとに２学期の教育活動を進めていきます。２学期は、修学旅行やのつはる宿泊体
験、上小文化祭にもちつき大会と多くの行事が予定されています。たくさんの「あい」のある活動を体験
しながら、みんな「笑顔」で過ごせる２学期にしていきます！ 
 
 ２学期の重点を設定するにあたり、１学期末のアンケートを参考にしています。児童アンケートの結果
は１学期末に抜粋してお知らせしましたので、保護者・教職員アンケートの一部をお知らせします。 
 

          ①そう思う ②どちらかというとそう思う ③あまりそう思わない ④思わない 

【保護者アンケート】 

「子どもは楽しく学校に通っている」・・・・・・・・・・・・・・・ ① ７３％  ② ２７％ 

 「子どもは気持ちのよいあいさつをしている」・・・・・・・・・・・ ① ５３％  ② ４０％ 

 「保護者は子どものよさを認め、ほめている」・・・・・・・・・・・ ① ５０％  ② ５０％ 

「子どもは自分の考えを言葉で伝えている」・・・・・・・・・・・・ ① ４０％  ② ５３％ 

「子どもは学習や読書を通して、使える言葉が増えている」・・・・・ ① ５３％  ② ４７％ 

 「子どもは家庭学習の習慣が身についている」・・・・・・・・・・・ ③ ２７％  ④ １３％ 

 「子どもはすすんで読書をしている」・・・・・・・・・・・・・・・ ③ ４７％  ④  ７％ 

 「子どもは休みの日にすすんで外遊びや運動をしている」・・・・・・ ③ ４０％  ④ １３％ 

 「子どもは家で決めたゲームなどの時間を守れている」・・・・・・・ ③ ５３％  ④  ７％ 

【教職員】 

「家庭学習の習慣が身につくよう、保護者と連携して指導している」・ ① ４４％  ② ３３％ 

「児童がすすんで読書ができるよう指導を行っている」・・・・・・・ ① ４４％  ② ４４％ 

 

 保護者のみなさまから、学校の教育活動に関する内容については、ほぼ肯定的な回答をいただいてお

り、教職員の頑張りが認められているなと大変うれしく思っております。ただ、「家庭学習の習慣化」・「す

すんで読書」・「ゲームの時間」などは、学校と家庭の指導の方向性をそろえ、協力して取り組む必要性を

感じました。その点を意識しながら、今後も子どもたちを中心に据えて教育活動を進めていきます。 
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さらに あいと笑顔にあふれる２学期にしよう！ 

 
８月２２日に出校日がありました。子どもたちは朝早くから学校に来て、涼しいうちに田んぼの見学に

行きました。実がなり始めていました。三重野さんにも来ていただき、これまでのお世話や最近のイネの
様子を教えていただきました。自分たちの植えた苗が大きくなっていることにとても驚いていた子ども
たちでした。学校に帰ってからは、体育館で「かかし」作りをしました。イネを見守ってくれる素敵なか
かしが出来上がりました。 
保護者のみなさまには草刈りや清掃作業にご協力いただきありがとうございました。かかし作りの仕

上げも残ってしていただき、大変助かりました。おかげで素敵な２学期のスタートができました！ 


